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◎テーマ＝サステイナブル・ツーリズム・ディベロップメント～アジアが
世界をリードする～

〈第1部：「MICE」セッション〉
○モデレーター：カルメン・ロバーツ氏（BBCワールドニュース プレゼ
ンター）
○パネリスト：インセンティブ・イベントの持続可能な運営（仮題）＝大
塚雅樹氏（株式会社JTBコミュニケーションデザイン 常務取締役）
／サステイナブル・ミーティング（仮題）＝トム・ノーウォーク氏（ビジッ
ト・シアトル 代表取締役＆CEO）／グリーン・ミーティング ～
SANDS ECO360°（仮題）＝マリア・ヘレナ・デ・セナ・フェルナンデ
ス氏（マカオ特別行政区政府観光局 局長）

〈第2部：「Sports」セッション〉
○モデレーター：グレアム・ミラー氏（国際観光学研究センター副セ
ンター長、和歌山大学特別主幹教授、サリー大学教授）
○パネリスト：スポーツと地域づくり（仮）＝平田竹男氏（内閣官房参
与 東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本
部 事務局長）／タイの事例（仮）＝ゴープガーン・ワッタナワラーン
グーン氏（タイ観光・スポーツ大臣）／ニセコ スキーリゾート開発の
成功事例（仮）＝ダト・マーク・ヨー・シオック・カー氏（YTLホテルズ 
エクゼクティブ・ダイレクター）／大手旅行会社によるスポーツツー
リズムの取り組み（仮）＝田ヶ原聡氏（近畿日本ツーリスト株式会社 
代表取締役社長）

〈第3部：ラップアップ・セッション〉
○プロローグ～参加者の視点から＝ジャクソン・ペック氏（アマデウス 
アジア太平洋地区本部 副社長・法律顧問）
○第1部、第2部モデレーターによるまとめと発表
　第1部 モデレーター＝カルメン・ロバーツ氏
　第2部 モデレーター＝グレアム・ミラー氏
　第3部 モデレーター＝高松正人氏（株式会社JTB総合研究所 常
務取締役）

○フォーラム全体のまとめ
○フォーラムメッセージ（仮称）の発表、閉会挨拶

〈海外旅行シンポジウム〉10:00～11:30
◎テーマ＝日本における海外旅行の将来
○モデレーター：菊間潤吾氏（一般社団法人 日本旅行業協会 
副会長、株式会社ワールド航空サービス 代表取締役会長）
○パネリスト：髙橋広行氏（株式会社ジェイティービー 代表取
締役社長）／平林朗氏（株式会社エイチ・アイ・エス 代表取
締役社長）／松田誠司氏（株式会社阪急交通社 代表取締
役社長）

〈訪日旅行シンポジウム〉13:00～14:30
◎テーマ＝持続可能な地方誘客～日本旅館とのコラボレーショ
ン～
○モデレーター：平田真幸氏（日本政府観光局〔JNTO〕海外
プロモーション部 担当部長）
○パネリスト：植田佳宏氏（ホテル祖谷温泉 代表取締役社長）
／タイラー・リンチ氏（戸倉上山田温泉 亀清旅館 宿主）／水
谷初子氏（株式会社JTBグローバルマーケティング＆トラベル
執行役員 グローバルマーケティング第一事業部長）／井川
今日子氏（株式会社観光文化研究所 専務取締役）

〈国内観光シンポジウム〉15:30-17:30
◎テーマ＝ガストロノミーツーリズムで地域を元気に
○基調講演：ヨランダ・ペルドモ氏（国連世界観光機関
〔UNWTO〕アフィリエイトメンバー 部門長）
○モデレーター：小川正人氏（株式会社ANA総合研究所 代
表取締役副社長）
　パネリスト：ヨランダ・ペルドモ氏／久保征一郎氏（株式会社
ぐるなび 代表取締役社長）／篠田昭氏（新潟市長）／浅田
久太氏（株式会社浅田屋 代表取締役社長）／飯盛直喜氏
（富久千代酒造有限会社 代表取締役社長）

9月23日（金）
会場＝東京ビッグサイト 会議棟 1F レセプションホール

《第2回アジア・ツーリズム・リーダーズ・フォーラム》
[有料プログラム 5400円（税込）]

9月23日（金）
会場＝東京ビッグサイト会議棟6階605・606会議室

《テーマ別シンポジウム》
[有料プログラム 3240円（税込）]
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日
の
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界
日
に
予
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い
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2
0
1
6
」で
は
、業
界
向
け
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、「
ア
ジ
ア・ツ
ー
リ
ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」と「
テ
ーマ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
か
ら「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム・

デ
ィ
ベ
ロッ
プ
メ
ン
ト
〜
ア
ジ
ア
が
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
」を
3
カ
年
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
。今
年

は「
M
I
C
E 

＆ 

S
p
o
r
t
s
」を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、ベス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有

す
る
と
同
時
に
、議
論
を
深
め
ま
す
。

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人
の
動
き
を
促
し
て
国
際

交
流
の
促
進
に
も
つ
な
が
り
、経
済
効
果
も
大

き
な「
M
I
C
E
」は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル・ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
観
点
か
ら
も
期
待
の
高
い
市
場
が
存

在
す
る一方
、そ
の
成
否
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、受

け
入
れ
側
の
体
制
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、開
催
地
に
お
け
る
課
題
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。官
民
か
ら
招
聘
す
る
組
織
ト
ッ
プ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
知
見
を
語
り
ま
す
。ま
た
、

「
S
p
o
r
t
s
」は
、地
域
密
着
型
の
イ
ベン
ト

か
ら
大
掛
か
り
な
国
際
大
会
ま
で
そ
の
規
模
も

様
々
で
す
が
、ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、地
域
への
経
済
効
果
や
雇
用
効
果
な
ど
も一

層
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
分
野
で
す
。

2
0
2
0
年
の
日
本
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ

ラ
リ
ン
ピッ
ク
の
開
催
も
視
野
に
、地
域
や
観
光

市
場
の
持
続
的
な
発
展
な
ど
の
観
点
か
ら
の
活

発
な
議
論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
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ー
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ム・リ
ー
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ズ・フ
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ラ
ム
」

で
は
デ
ィ
ス
カッション
を
通
じ
て
、ア
ジ
ア
全
体
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理
し
、そ
の
解
決

に
向
け
た
共
同
声
明
も
発
信
す
る
予
定
で
す
。

業
界
ト
ッ
プ
４
氏
が
海
外
旅
行

の
未
来
を
展
望

　

海
外
旅
行・訪
日
旅
行・国
内
観
光
の
各
分
野

で
、そ
れ
ぞ
れ「
日
本
に
お
け
る
海
外
旅
行
の
将

来
」「
持
続
可
能
な
地
方
誘
客
〜
日
本
旅
館
と
の

コラ
ボ
レ
ー
ション
〜
」「
ガ
ス
ト
ロノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
」を
テ
ーマ
に
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カッション
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、J
A
T
A
の

菊
間
副
会
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、J
T
B

の
高
橋
社
長
、エ
イ
チ・ア
イ・エス
の
平
林
社
長
、阪

急
交
通
社
の
松
田
社
長
の
3
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
登
壇
。J
A
T
A
が
今
年
を「
海
外
旅
行
復

活
の
年
」と
位
置
付
け
る
中
、海
外
旅
行
の
未
来

を
展
望
し
な
が
ら
、復
活
への
道
筋
を
熱
く
語
り

合
い
ま
す
。

　
訪
日
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、地
域
の
風
土
や

文
化
に
根
差
し
て
、地
元
の
観
光
魅
力
を
体
現
し

て
い
る
旅
館
と
周
辺
地
域
と
の
連
携
に
つい
て
議

論
を
深
め
ま
す
。

　
国
内
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、地
域
活
性
化
へ

の
可
能
性
を
秘
め
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
世
界
的
な
潮
流
も
踏
ま
え
な
が
ら
、日
本
に
お

け
る
可
能
性
や
課
題
を
展
望
し
ま
す
。

テ
ー
マ
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ン
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ジ
ウ
ム


